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)
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安

彦

一
八
世
紀
末
期
の
歴
史
的
状
況

安
永
元
年
以
降
の

｢万
党
帳
｣

の
記
載

農
産
物
売
却
の
動
向

お
わ
り
に

(以
上
本
号

･
完
)

五

l
八
世
紀
末
期
の
歴
史
的
状
況

小
稿
で
は
､
安
永
元
年

二
七
七
二
)
｢万
覚
帳
｣
､
天
明
六
年

二
七
八
六
)
｢万
党
帳
｣
､
文
化
三
年

二
八
〇
六
)
｢金
銭
出
入
党
帳
｣

の
三
冊
を
検
討
対
象
と
し
た
が
'
安
永
元
年

｢万
党
帳
｣
に
は
､
安
永
元
年
正
月
か
ら
天
明
五
年

二
七
八
五
)
正
月
ま
で
の
一
四
年
間

が
､
天
明
六
年

｢万
覚
帳
｣
に
は
､
天
明
六
年
正
月
か
ら
寛
政

一
一
年

二
七
九
九
)
正
月
ま
で
の
一
四
年
間
が
､
文
化
三
年

｢金
銭
出

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

一
九
八

入
党
帳
｣
は
文
化
三
年
三
月
か
ら
天
保

一
二
年

二
八
四
一
)
正
月
ま
で
の
三
五
年
間
の
'
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
｡

前
二
者
は

｢万
党
帳
｣
と
し
て
は
､
金
銭
出
入
の
み
な
ら
ず
､
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
が
満
載
さ
れ
て
い
る
が
'
後
者
は
､
｢金
銭
出
入
党

帳
｣
と
し
て
'
金
銭
の
出
入
が
中
心
で
'
｢万
党
帳
｣
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
記
載
は
み
ら
れ
な
い
点
が
特
色
で
あ
る
｡

こ
の
三
冊
の
中
で
は
'
安
永
元
年

｢万
覚
帳
｣
が
最
も
記
事
内
容
が
豊
富
で
あ
り
'
小
塙
も
主
と
し
て
'
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て
て
論
述

し
て
み
た
い
｡

内
容
の
検
討
に
先
立
ち
､

一
八
世
紀
末
期
の
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
｡

安
永
元
年

｢万
党
帳
｣
と
天
明
六
年

｢万
覚
帳
｣
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
八
世
紀
末
は
､
幕
藩
体
制
の
変
質
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
､
諸

矛
盾
が
噴
出
し
て
い
た
｡
特
に
天
明
の
大
飢
屈
に
よ
る
農
村
の
真
数
と
老
中
松
平
定
信
を
主
導
と
し
た
寛
政
改
革
が
実
施
さ
れ
た
時
期
で

あ
る
｡
日
本
史
全
体
の
中
で
の
主
要
な
事
項
を
指
摘
し
て
み
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
る
｡
安
永
元
年

二
七
七
二
)
二
月
に
は
目
黒
行
人
坂
火

事
が
あ
り
'

一
〇
月
に
は
銭
相
場
が
下
落
し
､
水
戸
や
仙
台
で
は
鋳
銭
が
中
止
さ
れ
た
｡
同
二
年

二
七
七
三
)
九
月
に
は
鋳
銭
吹
高
を

減
じ
'
銭
相
場
の
引
き
上
げ
を
計
っ
て
い
る
.
同
三
年

(
1
七
七
四
)
1
月
に
は
米
価
引
き
上
げ
政
策
､
同
九
月
銭
相
場
引
き
上
げ
政
策

が
そ
れ
ぞ
れ
と
ら
れ
た
｡
安
永
六
年

二
七
七
七
)
五
月
に
は
百
姓
が
み
だ
り
に
奉
公
塚
に
出
る
こ
と
を
禁
ず
る
触
書
が
出
さ
れ
た
｡

天
明
二
年

二
七
八
二
)
の
春
以
降
'
諸
国
で
洪
水
が
発
生
し
'
各
地
で
打
ち
こ
わ
し
が
始
ま
る
.
同
三
年

(
1
七
八
三
)
七
月
浅
間
山

大
噴
火
で
天
明
飢
任
の
幕
開
け
と
な
る
｡
同
四
年

(
一
七
八
四
)
多
摩
郡
で
穀
屋
の
打
ち
こ
わ
し
が
行
わ
れ
､
諸
国
で
は
大
飢
健
と
な
る
｡

同
六
年

(
一
七
八
六
)
八
月
老
中
田
沼
意
次
ら
が
失
脚
L
t
松
平
定
信
の
登
場
と
な
る
｡
こ
の
年
も
諸
国
大
凶
作
'
関
東

･
陸
奥
大
洪

水
と
な
る
｡
同
七
年

二
七
八
七
)
六
月
に
は
米
買
占
め
禁
止
令
が
出
さ
れ
､
七
月
か
ら
寛
政
の
改
革
が
始
ま
る
｡
八
月
に
は
､
以
後
三



か
年
間
の
倹
約
令
が
出
さ
れ
る
が
'
こ
の
年
は
諸
国
で
大
飢
佳
と
な
る
｡

寛
政
元
年

二
七
八
九
)
九
月
に
は
棄
指
令
が
出
さ
れ
､
諸
大
名
に
囲
米
を
命
じ
て
い
る
｡
同
二
年

二
七
九
〇
)
二
月
に
は
全
国
に
諸

物
価
引
下
げ
を
命
じ
る
が
'
九
月
に
は
米
価
下
落
に
つ
き
囲
米
を
奨
励
し
た
｡
同
三
年

(
1
七
九
1
)
1
1
月
に
は
畑
方
の
減
免
願
を
禁

止
す
る
｡

一
二
月
に
は
七
分
積
金
に
よ
る
江
戸
町
会
所
道
営
が
始
ま
る
｡
こ
の
年
に
は
代
官
所
に
手
付
が
設
置
さ
れ
る
｡
同
四
年

(
一
七

九
二
)
三
月
に
は
'
近
世
初
期
以
降
の
名
門
を
誇
る
関
東
郡
代
伊
奈
息
尊
が
改
易
さ
れ
る
｡
同
五
年

(
一
七
九
三
)
は
'
大
豊
作
の
た
め
米

価
が
下
落
す
る
｡
同
六
年

(
一
七
九
四
)
一
〇
月
に
は
､
今
後

一
〇
か
年
間
の
倹
約
を
命
ず
る
｡
同
九
年

二
七
九
七
)
九
月
に
は
相
対
済

L
を
命
ず
る
｡
す
な
わ
ち
金
銭
訴
訟
は
幕
府
で
は
扱
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
同

l
二
年

(
1
八
〇
〇
)
1
1
月
に
は
南
鎌
二
米
銀

の
鋳
造
を
再
開
し
た
｡
㌧
J
の
二
八
年
間
は
､
飢
鐘
と
倹
約
令
を
基
調
と
す
る
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡

六
安
永
元
年
以
降
の

｢
万
覚
帳
｣
の
記
載

H
安
永
元
年
の
記
事

こ
こ
で
は
'
｢万
党
帳
｣
の
記
載
の
中
か
ら
'
興
味
あ
る
事
項
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
み
よ
う
｡

ま
ず
'
安
永
元
年
万
党
帳
か
ら
み
る
こ
と
と
し
よ
う
｡

(安
永
元
年
)

安
永
元
年
二
月
に
は
寺
子
屋
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
｢入
学
は
辰

二
月
初
午

よ
こ
と
あ
り
'
寺
小
屋
の
入
学

うま

が
'
二
月
に
な
っ
て
最
初
の
午
の
日
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
｡
こ
の
日
は
ま
た
稲
荷
神
社
の
祭
り
の
日
で
も
あ
る
.
寺
小
屋
師
匠
に
村
す
る

謝
礼
手
当
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
続
い
て
い
る
｡

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

二
〇
〇

｢本
村
師
匠
様
節
句
代
ノ
覚
｣
と
し
て

｢辰
三
月
朔
日
'

1
百
文
｣
｢五
月
朔
日
'

一
百
文

浄
心
殿
｣
｢五
月
四
日
､

一
白
米
弐
升
｣

｢七
月
七
日
､

一
百
文

浄
心
様
｣
｢外
こ
真

一
ツ
小
麦
粉
｣
｢
一
'
三
月
重
内

一
ツ
､
五
月
同
断
､
九
月
同
断
､
霜
月
蕎
麦
粉
｣
｡
こ
の
よ

う
に
､
寺
子
屋
の
師
匠
に
は
三
月
五
月
七
月

一
一
月
の
節
句
に
金
子
･
白
米

･
小
麦
粉

･
蕎
麦
粉
等
を
提
供
し
て
い
た
｡
こ
こ
で
浄
心
殿

と
あ
る
の
は
'
奥
沢
本
村
の
浄
心
坊
を
さ
し
て
お
り
'
こ
こ
で
寺
子
屋
が
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

三
月
八
日
に
は
'
所
沢

(現
在
埼
玉
県
)
の
三
八
市
で
'
-
の
木
百
五
百
本
を
四
百
文
で
購
入
し
t.
市
の
景
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い

る
｡

(&
)

な
か

右
ノ
三
八
市
こ
て
月
六
度
立
申
侯
'
く
の
き
こ
な
ら
ノ
苗
ハ
も
､
の
花
ひ
ら
く
次
分

二
昔
'
芋
種
ハ
春
中

ノ
土
用
次
分
行
か
書
､
若

(過
)

田
な
し
宿
当
り
こ
留
時
は
米
持
参
こ
不
及
'
市
こ
米
沢
山
下
直
な
り
､
但
し
諸
事
升
物
山
計
侯
'
尤
芋
ハ
問
屋
AQ持
出
ル
芋
宜
敷
侯
'

是
亦
雨
天
ノ
時
ハ
市
物
不
足
二
御
座
候
'
茶
ノ
種
ハ
秋
と
芋
種
次
分
二
出
侯
､
尤
春
ハ
も
や
し
出
候
へ
ハ
夫
ヲ
ふ
る
い
ノ
羽
ヲ
置
其

ノ
廻
り
こ
ふ
せ
る
也
t

と
あ
-
､
｢市
二
米
沢
山
下
直
な
り
｣
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡

二
月
二
四
日
に
は
'

一
八
〇
文
で

｢し
ん
か
う
き

一
札
｣
す
な
わ
ち

｢塵
劫
記
｣

一
冊
を
購
入
し
て
い
る
｡
｢塵
劫
記
｣
は
江
戸
時
代

の
数
学
書
で
､
吉
田
光
由
著
に
な
る
も
の
で
'
寛
永
四
年

(
一
六
二
七
)
刊
行
'
入
門
的

･
実
用
的
な
書
で
庶
民
に
数
学
を
普
及
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
｡

(八
時
)

二
月
二
九
日
に
は
､
｢
夜

五

ツ

ニ
罷
出
'
朔
日
ノ
晩
方
罷
帰
り
侯
､

一
馬
喰
町
御
屋
敷
､
出
火
見
廻
二
上
り
侯
､
自
分

･
喜
兵
衛

･
長

右
衛
門
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
'
目
黒
行
人
坂
火
事
で
馬
喰
町
の
代
官
屋
敷
へ
見
舞
に
行
っ
た
記
事
で
あ
る
｡

こ
の
火
事
は
安
永
元
年

(
一
七
七
二
)
二
月
二
九
日
'
目
黒
行
人
坂
大
円
寺
か
ら
出
火
､
麻
布

･
神
田
･
下
谷

･
浅
草

･
千
住
に
及
び
､

江
戸
市
街
の
大
半
を
焼
き
翌
日
鎮
火
.
死
者

1
万
四
七
〇
〇
人
､
負
傷
者

･
行
方
不
明
者
は
合
わ
せ
て
7
万
人
余
｡
明
暦
の
大
火
と
並
ぶ



江
戸
の
大
火
で
あ
る
｡

iI

安
永
二
年
の
記
事

五
月
八
日
に
'
庶
家
で
は
出
火
が
あ
っ
た
が
､
｢少
々
故
村
役
中
相
談
こ
て
訴
な
し
｣
と
い
う
次
の
記
邸
が
あ
る
｡

牢
後
二
時
)

巳
ノ
五
月
八
日
ノ
星
人

ツ
過

出
火
い
た
し
候
処
こ
金
谷
畑
ノ
衆
中
村
方
大
勢
相
集
周
や
計
こ
て
踏
け
し
､
尤
大
火
こ
不
成
井
外
ノ
家

居
宅
ハ
不
及
申
相
助
申
侯
､

こ
れ
は
､
出
火
の
臨
場
感
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
｡

七
月
二
八
日
に
は

｢我
等
居
宅
｣
と
し
て
'
｢梁
間
三
間
､
桁
行
七
間
｣
す
な
わ
ち
建
坪
二
1
坪
を
'
我
等
と
平
右
衛
門

･
左
五
兵
衛

(軒
)

の
三
人
で
'
｢上
目
黒
御
鳥
見
様
へ
右
三
間

一
同
こ
願
侯
｣
と
あ
る
｡
鳥
兄
は
江
戸
幕
府
の
職
名
で
若
年
寄
に
屈
し
､
将
軍
の
狩
猟
地
を

巡
検
し
､
鳥
の
所
在
を
調
査
す
る
職
で
あ
る
が
､
鷹
揚
管
理
の
1
現
と
し
て
'
住
居
等
の
建
築
許
可
の
権
限
を
も
っ
て
い
た
.
こ
こ
で
は
'

安
永
二
年
七
月
に

｢万
党
帳
｣
の
執
筆
者
で
あ
-
'
村
年
寄
役
新
左
衛
門
が
'
他
の
二
人
と

1
緒
に
同
規
模
の
雄
坪
二
1
坪
の
家
の
雄
築

申
請
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
当
時
の
農
民
の
家
と
し
て
は
'
比
較
的
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
.

八
月
十
二
日
に
は

｢普
請
中
雇
人
党
｣
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
直
前
に
次
の
記
事
が
あ
る
｡

｢始
ノ
巳
八
月
十

1
日
AQ
十
月
廿

1
日
ノ
終
迄

木
挽
ノ
数
四
拾
壱
人

相
増
詣

撞(.;臥)

手
間
弐
両
卜
壱
貫
弐
八
拾
八
文

巳
ノ
八
月
六
日
ノ
釣
立
JQ
上
や
-
迄

大
工
百
人

｢金
抜
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(衣
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

二
o
二

右
ハ
渡
シ
分

｣

と
あ
り
'
木
挽
七
三
人
半
'
大
工

一
〇
〇
人
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
｡

九
月
に
は
､
棟
上
の
記
良
が
み
え
､
｢十

1
日
棟
上
ノ
祝
義
､
米
弐
斗
二
壱
貫
文
､
木
綿
壱
反
英
外
肴
酒
｣
と
あ
る
.
家
普
請
関
係
記

録
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
｡

肖

衰
永
三
年
の
記
載

二
月

一
一
日
に
は
､
酒

一
升
を

一
〇
〇
文
で
購
入
し
'
｢右
は
本
村
浄
心
棟
へ
市
之
介
入
学
ノ
印
｣
と
し
て
提
供
し
て
い
る
記
事
が
あ

る
｡
こ
れ
も
浄
心
坊
の
寺
子
屋
へ
の
入
学
の
時
の
こ
と
で
あ
る
｡

二
月

一
一
日
も
初
午
に
当
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

7
0
月
三
日
に
は
､
｢
1
弐
拾
七
文

本
村
名
主
殿
隠
居
こ
付
跡
役
幸
二
郎
家
督
之
祝
義
代
｣
と
あ
る
｡
名
主
が
隠
居
し
て
'
跡
役
と

し
て
'
幸
二
郎
が
家
督
を
継
い
だ
こ
と
に
対
す
る
祝
義
代
と
し
て
銭
二
七
文
を
提
出
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

/

脚

安
永
五
年
の
記
載

安
永
五
年

(
1七
七
六
)
の
日
光
社
参
の
記
事
が
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
｡

申
四
月
日
光
御
社
参
二
付
深
沢
組
千
八
百
石
余
へ
名
主
弐
人
'
組
合
惣
代
下
沼

･
深
沢
こ
て
古
河
へ
詰
'
名
主
壱
人
前
五
両
'
池
尻

組

･
か
す
や
組

･
深
沢
組
こ
て
′
名
主
五
人
､
供
壱
人
三
両

日
光
社
参
と
は
'
江
戸
時
代
､
将
軍
の
日
光
東
照
宮
へ
の
参
詣
を
い
う
.
徳
川
家
康
の
命
日
に
あ
た
る
四
月

一
七
日
の
祭
礼
に
も
う
で

る
o
将
軍
の
権
力
を
誇
示
す
る
目
的
も
あ
っ
た
o
初
期
に
は
秀
忠
が
四
回
､
家
光
が
l
〇
回
､
家
綱
が
二
回
と
頻
繁
に
行
わ
れ
た
が
､
そ



れ
以
降
で
は
､
吉
宗
､
家
治
'
家
慶
だ
け
で
あ
る
｡
日
光
道
中
を
片
道
三
泊
四
日
の
道
中
で
あ
っ
た
が
､
大
勢
の
大
名

･
旗
本
が
供
を
す

る
大
規
模
な
行
列
で
､
沿
道
の
村
々
に
は
過
重
な
助
郷
が
課
さ
れ
た
O
こ
の
記
事
は
､

一
〇
代
将
軍
徳
川
家
治
の
日
光
社
参
の
と
き
の
も

の
で
あ
り
'
世
田
谷
領
村
々
の
名
主
が
供
を
つ
れ
て
社
参
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
そ
の
焚
用
と
し
て
名
主

1
人
に
つ
き
五

両
'_供

1
人
に
つ
き
三
両
を
要
し
た
O

㈲

安
永
八
年
の
記
載

安
永
八
年

(
一
七
七
九
)
四
月

一
一
日
に
浄
其
寺
所
持
の
年
貢
地
林
の
内
で
首
超
死
人
が
発
見
さ
れ
た
記
事
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
｡

(午
後
八
時
)

安
永
八
刻
四
月
十

一
日
夜

五

ツ
時

前
､
当
村
浄
其
寺
所
持
之
御
年
貢
地
林
之
内
首
超
死
焼
人
有
之
'
当
村
□
人
夜
廻
り
二
倍
出
見
付

村
役
人
へ
為
相
知
侯
二
付
､
早
速
御
役
所
へ
御
訴
中
上
御
検
使
被
下
位
御
見
分
之
上
三
日
た

,
し
札
立
可
位
旨
被
仰
付
'
尤
十
三

日
JQ
十
五
日
迄
昼
夜
番
人
付
置
候
､
同
十
六
日
こ
仕
廻
是
又
御
役
所

へ
御
訴
中
上
被
仰
付
侯
上
､
右
之
人
用
訳
ケ
金
弐
両
御
役
人

様
､
田
中
左
右
馬
様
御
さ
か
な
代
弐
朱
御
供

(以
下
略
)

こ
の
首
縫
死
人
の
取
り
扱
い
の
仕
方
が
判
明
す
る
と
と
も
に
'
そ
の
措
置
に
要
し
た
焚
用
や
昼
夜
の
番
人
数
が
判
明
す
る
｡
こ
う
し
た

場
合
の
費
用
負
担
の
方
法
は
先
例
を
調
べ
て
実
施
し
た
｡
そ
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

名
主
喜
左
衛
門
殿
同
十
七
日
朝
毎
々
ノ
議
定
口
取
出
し
見
侯
処
'
明
和
八
卯
六
月
串
□
雑
用
之
裁
ハ
三
分

一
家
並
残
三
分
二
ノ
ロ
高

剖
二
相
極
候
間
此
度
ノ
義
も
右
之
通
ニ
ロ
割
直
し
候
､

右
之
雑
用
高
三
ツ
剖

1
ツ
分
九
箕
九
百
文
ほ
と
家
並
割
､
此
節
村
越
石
共
家
数
百
十
四
□
壱
軒
前
八
十
七
文
残
二
ツ
分
十
九
文
人
古
文

三
百
九
十
弐
石
二
割
､
石
こ
付
五
拾
六
文
剖

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)

二
〇
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

二
〇
四

尤
右
極
こ
侯
二
付
名
主
も

一
同
二
出
し
候
'

こ
れ
に
よ
る
と
'
先
例
と
し
て
､
こ
れ
ま
で
の
議
定
書
を
調
べ
た
と
こ
ろ
'
明
和
八
年

二
七
七
こ

六
月
に
､
そ
の
事
例
が
あ
-
､

そ
れ
に
よ
る
と
負
担
の
方
法
は
'
家
数
割
と
石
高
割
の
併
用
制
で
'
総
費
用
額
の
三
分
の
一
が
家
数
で
割
り
､
残
り
の
三
分
の
二
が
石
高

割
で
負
担
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
家
数
割
は

1
軒
に
つ
き
八
七
文
'
石
高
割
は

1
石
に
つ
き
五
六
文
と
い
う
こ

と
に
な
る
｡
そ
れ
故
'
百
姓
は
､
ま
ず

一
軒
分
と
て
し
八
七
文
､
そ
れ
に
自
己
の
持
高
に
応
じ
て
'
五
六
文
に
石
高
を
掛
け
算
し
た
額
､

そ
れ
ら
を
総
計
し
た
額
が
負
担
総
額
と
な
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
家
数
負
担
と
石
高
負
担
の
併
用
制
に
よ
っ
て
負
担
の
均
等
化
を
計

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
今
日
の
古
文
書
も
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
､
当
時
の
現
用
文
書
記
録
で
あ
-
'
日
常
的
に
名
主
ら
は
､
い
つ
も
､

そ
れ
ら
の
文
書
を
播
い
て
農
政
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

3=

天
明
H
l年
の
記
載

奥
沢
村
に
お
け
る
天
明
飢
鐘
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡

天
明
三
年

二
七
八
三
)

一
一
月
二
二
日
に
'
次
の
よ
う
な
作
物
が
水
席
に
つ
き
冬
成
年
貢
の
残
金
の
日
延
願
い
が
代
官
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
｡

乍
恐
以
書
付
奉
厨
上
侯

1
荏
原
郡
奥
沢
柑
年
寄
新
左
衛
門
中
上
侯
､
当
卯
冬
御
成
箇
金
之
義
当
卯
作
物
水
庸
二
付
取
集
り
不
申
､
仲
之
村
役
人
共
差
働
今
日

漸
々
御
成
箇
金
七
両
三
分
上
納
任
侠
'
残
金
之
義
来
晦
日
迄
御
日
延
御
願
中
上
侯
､
以
上
'

天
明
三
卯
年
十

一
月
廿
二
日



伊
奈
半
左
衛
門
様
御
役
所

年
寄
新
左
衛
門
は
､
こ
の
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る
原
家
で
あ
り
､
新
左
衛
門
が
伊
奈
半
左
衛
門
代
官
所
に
宛
て
､
天
明
三
年
の
冬
年
貢

は
･
長
雨
に
よ
り
作
物
が
水
腐
と
な
i
･
収
穫
が
な
く
取
り
集
め
る
こ
と
が
困
柾
で
･
本
日
､
す
な
わ
ち
十

1
月
二
二
日
に
や
っ
と
年
貢

金
七
両
三
分
を
上
納
し
た
が
､
残
金
は
十

一
月
晦
日
ま
で
上
納
を
延
期
さ
せ
て
は
し
い
と
い
う
戯
番
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
｡

ま
ず
長
雨
に
よ
る
自
然
災
害
で
農
作
物
に
多
大
の
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

こ
の
こ
と
は
'
次
の
記
事
に
よ
っ
て
一
層
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

天
明
三
卯
夏
AQ
冬
迄
長
雨
こ
て
諸
作
不
宜
卯
秋
AQ
辰
四
月
上
旬
迄
大
麦
相
場
両
二
六
斗
位
､
稗
盲
文
こ
弐
升
､
大
豆
九
合
'
米
ハ

五
合
五
勺
六
七
合
､
大
麦
稗
等
ハ
相
場
計
こ
て
売
買
不
日
用
､
銭
は
五
貿
六
百
文
ほ
と

凶
作
は
物
価
高
騰
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

佃

天
明
四
年
の
記
載

天
明
四
年

二
七
八
四
)
五
月
六
日
に
は
､
夫
食

(食
耀
)
拝
借
願
の
記
事
が
み
ら
れ
る
｡

(天
明
三
年
)

御
普
請
役
平
田
悪
童
郎
棟
登
り
戸
村
御
旅
宿
迄
被
寄
侯
ハ
､
去
ル
卯
秋

A
Q
不

作
依
辰
春
中
夫
食
拝
借
之
番
付
差
上
侯
､
高
四
百
七
石

三
斗
七
升
七
合
奥
沢
村
家
数
百
弐
軒
惣
人
数
四
百
五
拾
五
人
内
四
十
壱
人
才
党
人
残
四
百
十
四
人

金
九
両
永
百
十
五
文
四
分
夫
食

右
之
通
夫
食
拝
借
奉
講
取
侯

荏
原
郡
奥
沢
村

｢金
抜
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

二
〇
六

名
主
喜
左
衛
門
無
印

こ
れ
に
よ
る
と
'
奥
沢
村
の
惣
人
口
四
五
五
人
の
内
､
知
恵
を
は
た
ら
か
せ
自
分
で
暮
ら
せ
る
も
の
は
四

一
人

(九
･
一
%
)､
残
-
四

1
四
人

(九
〇
･
九
%
)
は
生
活
が
維
持
で
き
ず
､
彼
ら
に
対
し
て
は
､
金
九
両
永

二

五
文
四
分
の
夫
食
代
金
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
村
人
の
大
半
は
夫
食
の
借
用
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
よ
り
先
の
天
明
四
年
二
月
二
六
日
よ
り
夫
食

の
割
り
渡
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

(天
明
五
年
)

(寛
政
元
年
)

1
銭
五
百
四
拾
五
文

書
左
衛
門
殿
AQ
請
取
'
是
ハ
来

ル
巳
AQ
酉
迄

五

ヶ
年

就

中六四
一七笠

芙
明
四
笠

右
は
去
ル
卯
年
水
難
こ
て
夏
秋
作
不
宜
'
仲
之
御
願
申
上
扶
食
拝
借
被
仰
付
辰
二
月
廿
111日
こ
御
貸
し
渡
被
下
置
侯
'
小
前
壱
人

前
永
拾
九
文
九
分
'
但
壱
人
前
百
九
文
ツ
,

一
四
百
五
十
五
人
内
四
十
壱
人
夫
食
才
覚
人
陰
､
残
四
百
拾
四
人
内
男
百
五
十
九
人
女
弐
百
五
十
五
人

前
述
の
記
事
を
補
足
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
｡
こ
れ
を
見
て
も
男
よ
り
女
の
方
が
夫
食
を
必
要
と
す
る
数
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡

｢天
明
四
年
辰
七
月
九
日
夏
作
御
見
分
こ
て
御
普
請
役
蓮
見
春
次
郎
様
御
料
所
村
々
御
廻
り
侯
｣
と
あ
-
､
夏
作
の
状
況
見
分
と
し
て

普
請
役
が
天
領
の
村
々
を
廻
村
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
｡

㈹

天
明
五
年
の
記
載

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
三
月
二
一
日
に
は
'
名
主
喜
左
衛
門
が
退
役
L
t
そ
の
後
任
等
の
記
述
が
み
ら
れ
る
｡

天
明
五
巳
三
月
廿

一
日
喜
左
衛
門
殿
へ
退
役
跡
名
主
役
要
成
井
市
郎
右
衛
門
年
番
二
枚

仰
付
侯
､
但
要
蔵
幼
年
故
十
八
才
こ
相
成

侯
迄
市
郎
右
衛
門
後
見

喜
左
衛
門
が
名
主
役
を
退
役
L
t
そ
の
後
任
に
は
'
要
蔵
と
市
郎
右
衛
門
が
年
番
で
勤
務
す
る
こ
と
と
し
た
｡
喜
左
衛
門
の
枠
要
蔵
は



幼
年
な
の
で
､
要
蔵
が
十
八
歳
に
成
長
す
る
ま
で
は
､
市
郎
右
術
門
が
後
見
と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
｡

伽
天
明
七
年
の
記
載

天
明
七
年

(
]
七
八
七
)
は
諸
国
大
飢
随
で
各
地
で
惨
状
が
続
出
し
､
ま
た
打
ち
こ
わ
し
も
敵
化
し
た
｡
打
ち
こ
わ
し
の
取
締
-
に
関

す
る
触
書
が
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
る
｡

党

此
節
江
戸
町
々
者
共
昼
夜
之
無
差
別
数
拾
人
ツ
,
手
組
米
屋
井
商
人
家
江
持
込
理
無
尽
諸
道
具
仮
米
金
紛
失
茂
有
之
由
'
全
迩
賊
等

(筈
カ
)

入
交
為
騒
立
俵
と
相
聞
'
佃
両
は
此
上
村
内
江
踏
込
侯
俵
も
難
計
こ
付
'
手

簡
究

置
如
何
様
手
旗
致
候
と
も
取
鉄
早
速
共
役
可
訴
出

侯
'
勿
論
村
内
之
者
共
別
両
村
役
人
共
取
〆
り
致
､
右
淋
不
法
之
義
無
之
様
可
致
侯
､
此
触
蕃
披
見
之
上
触
下
村
々
不
洩
棟
申
開
心

得
違
無
之
様
可
取
計
侯
'
早
々
刻
付
ヲ
以
順
達
留
リ
AQ
可
相
適
者
也

半
左

五
月
五
日

役
所

右
之
通
御
触
出
候
間
其
御
村
々
江
相
廻
し
候
､
御
拝
見
之
上
村
下
こ
御
印
形
被
成
早
々
順
逮
留
り
村

AQ御
返
し
可
被
成
侯
'
以
上
､

探

沢村

五
月
廿
九
日

触
次
又
兵
衛

村
々
名
主
年
寄
中

こ
の
法
令
は
天
明
七
年

二
七
八
七
)
の
江
戸
の
打
ち
こ
わ
し
に
開
通
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
江
戸
で
駿
屈
し
て
い
る

盗
賊
等
が
村
内
に
踏
込
ん
で
-
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
'
村
内
の
警
備
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
｡
江
戸
の
打
ち
こ

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

わ
し
が
周
辺
村
落
に
波
及
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
対
策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

二
〇
八

㈹

寛
政
四
･
五
年
の
記
載

寛
政
四
年

二
七
九
二
)
三
月
に
は
関
東
郡
代
伊
奈
半
左
衛
門
が
知
行
を
召
し
上
げ
ら
れ
､
荏
原
郡
支
配
が
大
貫
次
右
衛
門
に
な
っ
た

こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

寛
政
四
子
三
月

御
触

.御
鷹
御
用
掛
り
之
義
は
伊
奈
右
近
将
監
懸
り
侯
所
'
今
般
御
勘
定
所
御
引
講
二
相
成
御
代
官
出
役
御
勤
之
趣
侯
'

同
子
三
月

御
触

>去
亥
十

1
月
検
見
先
二
両
伊
奈
半
左
衛
門
出
郷
い
た
し
'
右
近
将
監
御
知
行
被
召
上
板
倉
周
防
守
江
御
預
ケ

伊
奈
小
三
郎
棟
は
新
規
千
石
被
下
右
近
将
監
養
子
こ
て
は
無
之
'

同
年
子
六
月
中
御
郡
代
は

久
世
丹
後
守
棟

御
代
官
は

大
貫
次
右
衛
門
様

荏
原
郡
支
配

伊
奈
忠
尊
は
江
戸
後
期
の
関
東
郡
代
で
あ
り
'
通
称
半
左
衛
門
｡
摂
津
守
､
右
近
将
監
｡
天
明
の
飢
健
の
時
'
江
戸
の
窮
民
救
済
な
ど

で
活
躍
す
る
｡
家
事
不
行
届
を
理
由
に
改
易
さ
れ
､
伊
奈
氏
の
関
東
郡
代
の
世
襲
は
お
わ
っ
た
｡

寛
政
五
年
,二
七
九
三
)
〓

1月

1
五
日
に
は
､
世
田
市
に
て
農
具
や
龍
を
買
っ
て
い
る
記
録
が
あ
る
.



七

農
産
物
売
却
の
動
向

安
永
元
年

｢万
党
帳
｣
は
'
前
述
し
た
よ
う
に
､
安
永
元
年

(
一
七
七
二
)
正
月
か
ら
天
明
五
年

二
七
八
五
)
正
月
ま
で
の
一
四
年
間

の
記
事
を
含
む
も
の
で
あ
り
'
記
述
も
最
も
充
実
し
て
い
る
O
こ
こ
で
は
､
こ
の
安
永
元
年

｢万
党
帳
｣
の
記
載
の
中
か
ら
､
特
に
農
産

物
の
売
却
の
動
向
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
｡

な
お
表
は
す
べ
て
本
節
の
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
｡

〔表
-
〕
は
安
永
元
年
か
ら
天
明
五
年
ま
で
の
農
産
物
売
却
を

1
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
｡

〔表
2
〕
は

〔表
-
〕
か
ら
主
要
農
産
物
売
却
高
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
｡

〔表
3
〕
は
年
代
別
に
農
産
物
売
却
高
を
整
理
し
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡

〔表
4
〕
は
農
産
物
の
品
日
ご
と
に
売
却
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡

〔表
5
〕
は
明
和
五
年

二
七
六
八
)
か
ら
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
ま
で
の
銭
相
場
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
〔衣
3
〕
〔表

4
〕
の
金
を
銭
に
換
算
し
た
際
に
は
'
こ
の

〔表
5
〕
の
数
値
に
よ
っ
た
｡

以
上
の
表
か
ら
指
摘
で
き
る
こ
と
を
以
下
箇
条
書
き
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
｡

①

〔表
3
〕
年
代
別
農
産
物
売
却
高
か
ら
い
え
る
こ
と
は
'
売
却
高
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は
､
安
永
五
年
の
銭
四
四
貫

1
五
六

文
､
次
い
で
安
永
元
年
の
銭
四
三
貫
八
四
七
文
で
あ
り
'
も
っ
と
も
低
か
っ
た
の
は
安
永
七
年
の
銭
六
貰
四
三
五
文
で
あ
る
｡

概
し
て
い
え
る
こ
と
は
､
安
永
元
年
か
ら
同
五
年
ま
で
は
'
売
却
高
は
高
水
準
で
あ
っ
た
が
'
安
永
六
年
以
降
天
明
五
年
ま
で
は
'
銭

一
〇
貫
文
台
と
低
-
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
自
然
災
害
な
ど
で
農
作
物
収
穫
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(衣
)

二
〇
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

二
一
〇

②

安
永
元
年
か
ら
天
明
五
年
ま
で
の
農
産
物
の
品
名
ご
と
の
売
却
高
を
み
る
と
'
も

っ
と
も
よ
く
売
ら
れ
て
い
た
の
が
小
麦
で
､
銭

に
換
算
し
て
'

1
1
四
貫

1
五
七
文
で
'
総
額
の
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
.
次
い
で
よ
く
売
ら
れ
て
い
る
の
が
米
で
銭
四
三
耳

一
六
五
文
で
稔
額
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
｡
小
麦
と
米
で
売
却
農
産
物
の
半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
｡
こ
の
ほ
か
'
布

麦

･
大
豆

･
粟

･
大
麦

･
稗
等
の
雑
穀
類
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
｡
前
栽
類
も
大
根

･
茄
子

･
芋

･
瓜

･
牛
房

･
そ
れ
に
少
量
だ
が
黒
胡

麻

･
か
う
じ

･
菜
種

･
小
豆

･
黒
さ
さ
げ
等
も
売
却
さ
れ
て
い
る
｡

③

こ
れ
ら
の
売
却
先
を
み
る
と
'
ま
ず
小
麦
で
は
'
江
戸
の
広
尾
町

(現
在
､
港
区
)､
魚
藍
前
=
三
田
台
裏
町

(現
在
､
港
区
)
等
が

判
明
す
る
が
､
周
辺
村
で
は
雪
ケ
谷
村

(現
在
､
大
田
区
)
が
み
ら
れ
る
｡
こ
の
ほ
か
､
猿
町
､
六
軒
茶
屋
'
台
町
､
弐
本
榎
等
の
地
名

が
み
ら
れ
る
が
､
そ
れ
ら
の
現
在
地
名
は
未
確
定
で
あ
る
｡

米
は
､
餅
白
米

･
滞
米

･
米
の
三
種
類
の
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
､
売
却
先
は
､
猿
町
書
兵
衛
､
大
崎
市
右
衛
門
'
角
左
衛
門
､

雑
子
宮
市
右
衛
門
'
目
黒
大
鳥
前
米
屋
等
で
あ
る
｡

米
の
売
却
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
天
明
大
飢
俵
の
時
の
こ
と
で
あ
る
｡
天
明
三
年

一
〇
月

一
七
日
に
米
六
斗
七
升
五
合
を
金

一
両
八
八

二
文
で
目
黒
大
鳥
前
米
屋
へ
売
却
し
て
い
る
｡
前
年
の
天
明
二
年
三
月

〓
ハ
日
に
は
'
米
九
斗
六
升
を
金

一
両
で
薙
子
宮
市
右
衛
門
へ
売

却
し
て
い
る
が
､
天
明
三
年
の
場
合
は
'
約
二
倍
近
い
高
値
で
米
が
売
却
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
天
明
四
年
六
月
九
日
に
は
米
六
斗
五

升
が
金
二
分
二
朱
で
売
却
さ
れ
て
お
-
､
天
明
二
年
段
階
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
｡

前
栽
物
の
販
売
先
を
み
る
と
､
菓
大
豆
は
市
右
衛
門
､
等
々
力
与
三
郎
で
あ
り
､
村
内
か
隣
村
の
者
た
ち
で
あ
る
｡
牛
房

･
大
根
は
品

河

(川
)
の
宿
場
へ
出
荷
し
て
い
る
｡
干
大
根
は
木
挽
町
や
ぎ
ふ

(柳
生
)
様
'
三
田
髪
結
､
三
田
伊
左
衛
門
等

へ
出
荷
し
て
い
る
｡
蕎

麦
の
売
却
先
は
'
太
郎
兵
衛
､
永
峯
太
郎
兵
衛
､
六
間
茶
屋
太
郎
兵
衛
と
あ
-
､
こ
の
三
人
の
太
郎
兵
衛
は
､
同

一
人
物
と
も
考
え
ら
れ

る
｡



〔表
日
安
永
1
年
～
天
明
5
年
農
作
物
売
却
一
覧

(安
永
元
年
｢万
覚
帳
｣
よ
り
作
成
)

年
月
日
作
物

数
量

代
金

販
売
先
.

備
考

安
永
1
1075568
2012816184
薬
大
豆

黒
さ
さ
げ

棄
大
豆

菜
大
豆

蕎
麦
大
豆

6
0
把
4
升
4
合

14
把
1
1把
1
斗
6
升
2
合

4
斗

金
2
分
2
0
0
文
巨
2
分

470
文
1
貰
8
16
文

市
左
衛
門

目
黒

代
金
11
月
12
日
受
取
る

代
金
5
月
2
1
日
受
取
る

10
0
文
に
付
2
升
2
合
か
へ

8
14
大
豆

1
斗
9
升
5
合

(88

6
文
)

10
0
文
に
付
2
升
3
合
か
へ

8
14
大
豆

9
升
8

合
(426
女
)

100
文
に
付
2
升
4
合
か
へ

9
12
餅

粟
3
斗
3
合

2
耳
328
文

10
0
文
に
付
1
升
3
合
か
へ

.
9
.
13
餅
粟

3
斗
1
升
6
合

2
貫
435
文

目
黒
太
郎
兵
衛

10
0
文
に
付
1
升
3
合
か
へ

910
2922
小
麦
蕎
麦

1
石
3
斗
1
升
6
合

3
斗
1
升
8
合

金
1
両
､
75
文

1
貫
5
9
0
文

さ
る
ノ
左
平
治
に
て
伊
三
郎
払
1

石
7
斗
か
へ

2
升
か
へ

10
30
小
麦

9
斗
1
升
5
合

金
2
分
､
34
2
文
さ
る
町
左
平
治

両
1
石
6

斗
2
升
か
へ

10
30
小
麦

1
石
8
斗
7
升

金
1
両
､
852
文
六
軒
茶
や
太
郎
兵
衛
両
1
石
6
斗
1
升

か
へ

12
ll
餅
粟

5
斗
4
升
5
合

金
2
分
1
貫
2
18
文
さ
る
町
書
兵
衛

品
河
品
河
さ
る
町
舌
兵
衛

両
7
斗
5
升
か
へ

12121 212
2926
芋牛
房
大
根
土
芋

1
荷
半
1
荷

1
貫
5
0
0
文

3
貫
723
文

3
貰
3
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安
永
2
11閏3
9ll10
芋芋大
麦

1
荷
1
荷
6
斗
5
升

5
12
文
524
文
金
1
分

L
や
木
善

小
右
衛
門

但
し
1
貫
280
文

閏
3
26
荒
麦

6
斗
6
升

金
1
分

源
左
衛
門

ふ
や

5
16
小
麦

3
斗
6
升

1
貫
125
文

100
文
に
付
3
升
2
合
か
へ

5
16
小
麦

7
斗

2
升

金
1
分
853
文

両
に
1石
7
斗
4
升
か
へ

6llll
16
2
1
26
小
麦
菓
大
豆

小
麦

5
斗
4
升

3
斗

金
1
分
300
文

金
1
分
1
貫
100
文

す
か
う
や
平
八

市
左
衛
門

さ
る
町
方
や

両
に
1
石
7
斗
4
升
か
ヘ

100
文
に
付
2
升
9
合
か
へ

12
16
餅
栗

8
斗
4
升
3
合

金
2
分
652
文

100
文
に
付
2
升
4
合
5
勺
か

へ
12
2
1
餅
白
米
3
斗

1
貫
360
文

両
1
石
2
斗
8
升
7
合

5
勺
か
へ

安
永
3
2
3ll
塞

4
斗
6
升

700
文

新
家

100
文
に
付
4
升
2
合
か
ヘ

45
荒
麦
は
だ
か
麦
9
斗
4
斗

金
1

分
952
文

源
五
兵
衛

台
町
ふ
や

5
3
'
は
だ
か
麦
4
斗
6
升
1
合

1
貫
76
文

100
文
に
付
4
升
23
合
か
へ

556
192
小
麦
あ
わ
小
麦

9
斗
6
升
1
合

8
斗
3
升

3
貫
600
文

234
文
金
2
分
143
文

100
文
に
付
2
升
5
合
か
へ

内
1
分
は
伊
三
郎

方
へ
取
る

石
5
斗
1
升
か
ヘ

石
6
斗
5
升
か
へ

6
16
小

麦
7
斗
9
升

金
1
分
13
匁
7
分

2
厘
2
貫
586
文

台
町
ふ
や

目
黒
村
田
や
源
二
郎

8
17
早
稲
大
豆
9
斗
5
升

100
文
に
付
2
升

9
合
か
ヘ

8
2
7
黒
胡
麻
9
斗
9
升
5
合

1
貫
550
文

100
文



安
永
3
9
27
柘
粟

2
斗

8
0
0
文

目
黒
正
月
や

10
0
文
に
付

2
升
5
合
か
へ

10ll
ll10
18825
蕎
麦
蕎
麦
蕎
麦
岡
橋

6
斗
余
4
斗
5
升

1
斗
9
升
6
合

6
斗
1
升

2
貫
50
文

2
貫
24
文

580
文
金
2
分
140
文

10
0
文
に
付
2
升
8
合
か
ヘ
伊

三
郎
へ
渡
す

100
文
に
付
2
升

7
合
か
ヘ

石
1
斗
6
升
か
へ

1212
2629
洗
芋
洗
芋

3
荷
1
荷

1
貫
2
16

文
4
12
文

10
0
文
に
付
78
升

安
永
4
5
13
は
だ
か
麦
4
斗
3
升

9
0
0
文

台
町
席
や

100
文
に
付
4
升
7
合
か
へ

l
5
l

15
は
だ
か
麦
5
斗

1
貫

100
文
に
付
4
升
6
合
か

へ
5
242
は
だ
か
麦
3
斗
8
升

9
04
文

4
升
2
合
か
へ

:
6

小
麦

8
斗
1
升
5
合

金
2
分
135
文

両
に
1
石
5
斗
5
升
か
ヘ

7
黍
黄

2
石
8
斗
1
升

金
2
両
3
分
鍾
259
文

74
1
文

下
沼
善
六

さ
る
町
書
兵
衛

丙
に
1
石
5
斗
6
升
か
へ

I
9
I
9
黒
胡
麻
1
斗
1
升
5
合

10
0
文
に
'1
升
5
合
5
勺
か
へ

91010ll12
22101617
2
1
餅
粟
希
麦
蕎
麦
餅
米
団
子
芋
4
斗
1
升
8
合

2
斗
1
升

2
斗
4
升

2
斗
4

升
5
合

4
荷

2
貰
2
00
文

8
10
文
732
文
1
貫
223
文

1
貫
9
60
文

10
0
文
に
1
升
9
合
か
へ

両
に
石
8
升
か
へ

安
永
5
2
24
菜
大
豆
5
7
把

金
2
分
1
貫
2
90
文
等
々
力
与
三
郎

22
日
残
り
1
貫
2
00
請
取
る

両
に

8
0
把
か
へ

両
に
石
4
斗
8
升
か
へ

3
12
荒
麦

8
斗
3
升

金
1
分

南
ノ
伊
左
衛
門

5
14
小
麦

1
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安
永
5
ll
5
#桑
瓜
茄
子
蕎
麦

9
斗
8
升
5
合

8
斗
9
升

金
2
分
874
文

10
貫
余
10
貫
490
文
程

2
其
875
文

台
町
升
や
七
兵
衛

木
挽
町
や
ぎ
ふ
様
1
石
5
斗
か
へ
′

申
年
惣
〆

申
年
8
月
6
日
迄
′

100
文
に
付
き

3
升
2
合
か
ヘ

ll
22
干
大
根
4
00
本

1
貫
2
0
0
文

三
田
伊
左
衛
門
世
話

三
田
伊
左
衛
門
元
文
2
年
1
1
月

30
日
｢茄
子
覚
帳
｣
に
あ
り

1
1
月
初
よ
り
20
日
過
迄
に

ll
22
干
大
根

300
本

750
文

三
田
髪
結
床

ll12
222
干
大
根

生
大
根

大
根
大
根
大
根
大
根

200
本
10
駄
､
100
本

250
本
250
本
250
本
2
00
本
'

500
文
200
-
250
文

4
72
文

500
文
,

5
0
0
文
3
6
4
文

三
田
伊
左
衛
門

安
永
6
24
2820
た
ん
子
芋

黒
米

1
荷
5

斗
6
升

4
50
文
400
文

さ
る
庄
兵
衛

両
に
石
3
斗
8
升
か
へ

5
14
小
麦

7
斗
9
升
8
合

金
2
分
440
文

ひ
ろ
ふ
玉
川
治
右
衛
門

5
15
小
麦

7
斗

9
升
6
合

金
2
分
432
文

ひ
ろ
ふ
玉
が
わ
治
右

衛
門

ひ
ろ
ふ
油
や
左
兵
衛
両
に
3
斗
8
升
か
へ

5
16
小
麦
嬢
6
斗
9
升

金
2
分

石
8
斗
か
へ

安
永
7
6
15
小

5
斗
5
合

金
1

分
3
匁
9
分

3
厘
1
貫
10
0
文

台
町
升
や

石
6
斗
か
ヘ

8
12
大
豆

3
斗
5
合

長
兵
衛

10
0
文
に
付
2
升
8

合
ll
9
小
麦

3
斗
9
升

金
2
朱
632
文



安
永
7
12

団
子
芋
1
荷

424
文

又
兵
衛

12
田
子
芋
1
荷

472
文

兵
右
衛
門
.

安
永
8
5
10
は
だ
か
麦
1
斗
9
升
5
合

5
14
文

さ
る
ノ
佐
平
次

100
文
に
付
3
升
8
合
か
ヘ

6
2
小
麦

1
石
6
斗
3
升

金
3
分
40
文

両
に
2
石
1
斗
か
へ

8
10
大
豆

3
斗
4
升
5
合

1
貫
150
文

村
長
兵
衛

100
文
に
付
3
升
か
へ

9
26
莱

2
斗
1
升

1
貫
105
文

目
黒

100
文
に
付
1
升
9
合
か

ヘ
10
1
楕
米

2
斗
6
升

6
貫
余

大
崎
市
右
衛
門
石
4
升
か
へ
､
金
1
歩

講
取
る

10
,2
1
蕎
麦

5
斗
3
升

2
貫
150
文

永
峯
太

郎
兵
衛

100
文
に
付
2
升
5
合
か
ヘ

12
2
1
も
ち
白
米
1
斗
1
升

900文

100
文
に
付
1
升
2
合
か
ヘ

安
永
9
2

30
稗

1
石
5
斗
5
升

金
2
分

左
二
右
衛
門
-
代
6
月
20
日
ー稗
と
合
わ
せ
て
済

3
12
大
麦

5
斗
3
升

金
2

未
岡
右
衛
門

3
12
秤

7
斗
8
升

740
文

岡
右
衛
門

代
6

月
20
日
済
､
大
麦
と
一
括

3
16
秤

8
斗

740
文

源
左
衛
門

代
7
月
3
日
済

6

ll
か
う
じ
5
斗
3
升
2
合

金
1
分
1
貫
14
1文
尾
山
清
五
郎

両
に
石
2
斗
か
ヘ

7
13
小
麦

8
斗

金
1
分
9
40
文
魚
ら
ん
前
魅
や
六

左
衛
門

長
兵
衛
.

角
左
衛
門

丙
に
石
9
斗
8
升
か
ヘ

899101012
71313242419
早
稲
大
豆

早
稲
大
豆

黒
胡
麻

蕎
麦
蕎
麦
稀
米

4
斗
7
升

7
升
5
升
8
合

4
斗
1
升

2
斗
5
升
6
合

8
升
2
合

金
1
分
68
5
文

350
文
340
文
1
貫
24
文

638
文
400
文

100
文
に
付
2
升
1
合
か
ヘ

安
永
10



8
(蕪
宅
を
蹴
破
嚇
鯨
1lie中
(
1
ig
ii
<
杜
)

天
明
1
555
31020
荒
菱
餅
白
米

菜
種

4
斗
5
升

7
升
8
合

1
斗
2
升
7
合
銀
2
未
580
文
70
1文

久
兵
衛
.

藤
五
郎

石
4
斗
8
升
か
へ

両
に
石
8
升
か
へ

両
に
石
か
へ

閏
5
閏
56
5263
小
麦
蕎
麦
栄

4
斗
1
升

6
升
4
合

8
斗
1
升

金
1
分
16
4
文

2
13
文
金
3
分

魚
ら
ん

前
ふ
や
六
左

衛
門
長
兵
衛

688
2279
早
稲
大
豆

栄梗
粟

8
升
1
斗
3
升
5
合

2
斗
8
升
5
合

4
00
文
金
2
朱
62
文

8
13

文
六
間
茶
や
太
四
郎

六
間
茶
や
太
四
郎

10
6
蕎
麦

5
斗
3
合

2
貫
200
文

六
軒
茶
や
太
郎
兵
衛

ll
2
1
干
大
根
7
0
0
本

2
貫
7
8
0
文

三
田
髪
結

天
明
2
3
16
栄

9
斗
4
升
外
さ
れ
1
升
金
1
両

雑
子
宮
市
右
衛

門
100
文
に
1
升
6
合
か
ヘ

5
1
早
稲
大
豆
7
升
8
合

4
84
文

長
兵

衛
5
19
小
麦

7
斗
1
升

金
1
分
1
貫
5
8
4
文
弐
本
榎
ふ
や
七
兵
衛

両
に
石
4
斗
4
升
か
ヘ

7
29
小
麦

1
石
1
斗
7

升
7
合
金
3
分
3
12
文
雪
ケ
谷
市
三
郎

両
に
石
5
斗
か
へ

12
ll
干

大
根
520
本

1
貫
9
0
0
文

三
田
髪
結

天
明
3
3

25
馬
大
豆
1
斗
3
升

7
0
0
文

長
石
衛
門

100
文
に
付
2
升
4
合
か
へ

6
l
l
小
麦

5
斗
5
升
7
合

金
1
分
237
文
魚
ら
ん
前
六
左
衛
門

66
1521
小
麦
小
麦

4
斗
2
升

2
斗
6
升

金
1
分
152
文

1
貫

ふ
や
七
兵
衛

弐
本
榎
遠
州
屋

目
黒
大
鳥
前
米
や

6910
291817
小
麦
早
稲
小



声
明
3
ll12
55
蕎
麦
干
大
枚
7
升
8
合

3
00
本

4
0
0
文
900
文

三
田
弐

町
日
髪
結

天
明
4
1
999
秤

8
斗

金
2
分

六
軒
茶
や
太
四
郎
丙
に
石
6
斗
か
へ

6910
小
麦
栄蕎
麦

8
斗
9
升

こ
6
斗
5
升

6
斗
3
升

金
1
両
158
文

金
2
分
2
朱

2
貫
624
文

六
軒
茶
や
二
郎
兵
衛

両
に
石
9
斗
7
升

100
文
に
付
2
升
4
合
か
ヘ

天
明
5
6
12
港

1
石

4
斗
5
升

金
1
両
1
分

喜
右
衛
門

両
に
石
1
斗
6
升
か
へ

7101212
2426118
小
麦
蕎
麦
大
根
干
大
根
1
斗
4
升
5
合

3
斗
3
升

650
本

800
文
1
貫
9
00
文

2
貫
980
文

t
ノ

2
貰
872
文

新
右
衛
門

芝
三
田
弐
丁
目
髪
結

新
右
衛
門

両
に
石
1
斗
6
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〔表
2
〕
安
永
1
年
～
天
明
5
年
主
要
農
産
物
売
却
高

11
1
く

(安
永
元
年
｢万
覚
帳
｣
よ
り
作
成
)

年
代
売
却
高

上
金
､下
銭

品
名

小
麦

栄
蕎
麦

大
豆

大
根

莱
.
麦

茄

子
秤

辛
そ
の
他

安
永
1
4
両
2
1貫
44
7
文
2
両
2
分
1貫
269
文
2
分1貫
2
18
文
2
貫
60
文
1両3貫
128
文
3
貫
3
14
文
4
耳
763
文

l耳
50

0
文
牛
房
(4貫
195文
)
黒

さ
さ
げ
(200
文
)

2
2
両
6
貢
9
50
文
2
分
3
貫
378
文
1耳
36 0
文

1分
2
分
652
文
3
分

1耳
560
文

3
1両
2
分
24
貫
96
文
3
分
3
貴
780
文
2
分
140
文
4
貫
6
54
文
2

貫
586
文

7
貫
30
文
1分
2
耳
728
文

1某
628
文
黒
胡
麻
(
1
貢
550

文
)

4
3
両
1分
10
耳
8
64
文
3
両
1分

394
文
1貫
223
文
1
貫
5
42
文

2
貫
2
00
文
2
貫
8
04
文

1貫
960
文
黒
胡
麻
(74
1
文
)

5
2
両
1分
31貫
78
1文
1両
2
分
2
貫
64
0
文

2
貫
875
文
2
分
1貫
290
文

4
貫
48
6
文

1分
10
貫
490
文

瓜
(10
貫
)

6
1両
2
分
1
貫
722

文
1両
2
分
8
7
2
文
4(氾
文

450
文

7
1分
2
朱
4
其
185
文

1分
2
朱
1貫
9
文

1貫
100
文
1耳
180
文

896
文

8
3
分12
貫
59
文
3
分
40
文
6
貫
90
0
文
2
貫
150
文
1貫
150
文

1貫
105
文
5
14
文

9
1両
1
分
2
朱

6
貫
997
文
1分
940
文
4
00
文
1
貫
662
文
1分
68
5
文

2
朱

2
分1耳
48
0
文

黒
胡
麻
(340文
)か
ら
し
(1分
､

1貫
140文
)
小
豆
(39)文
)

天
明
1
1両
1分
2
朱

8
耳
7
13
文
1分164
文
3
分
2
朱
64
2
文
2
貫
4
13
文
4(氾
文
2
貫
780
文
8
13
文
1分
8
00
文

菜
種
(70
1文
)

2
2
両
4
貫
28
2
文
1両1貫
898
文
1両

484
文
1貢
9(氾
文

3
2
両
6耳
52
文
1両1貢
565
文
1両
88
2
文
1貫
778
文
927
文
90
0
文

4
2
両
2
朱
2
貫
782
文
1両158
文
2
分
2
朱
2
貫
624
文

2
分

5
2
両
1分



〔表3〕年代別農産物売却高

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容
(

二)
(蘇
)

二
一
九

年代 売劫高 貫高換

算両 分 栄 rf

文 質 文安永1 4 2 22 2

1 447 43 ･8472 2 6 950 17

9503 1 24 96

32 4964 3 1 10

864 28 4145 2 1 31 781 44 1

566 11 2 1 722

10 4227 1

4 185 6 4358 3f1 12 59 16 5599 6 997 15 659

天明1 ･1 11 22

8 713 17 7881

2 2 4 282 16 6823 2 6 52 18 052



〔表4〕安永1年～天明5年 農作物売却一覧

農産物 売 劫 高 貫高換算

%両 分 栄 貫

文 貫 文小 麦 15 32 22 18 9

07 114 157 36.0栄 5211

13 165 43 165 13.0

杏 麦 23 658 23 65

8 7.6大 豆 ll 750 2

3 41tZ 7.5大 根 20

412 20 412 6.5粟 p 1

6 563 19 568 62麦

22.1 6 846 16 5

96 .5.3茄 千 16 490

10 490 3_i瓜 10 000 10 000 32

稗 1 480 10 480

5.3苧 7 994 7 994 ･2,5牛 房 4 195 4 195 +13黒 胡 麻

2 631. 2 631 0.8か う じ菜 種小 豆黒ささげ 1 1407

01

350

2(X)

2640



〔表5〕銭相場の推移 〔金1両につき〕

(元文元年九月 ｢御年貢上納万帳｣より)

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)

年 月 日 貢 文 年 月 日

貫 文明和5678安永123456789 6 22 4 460 安永9天明12345678寛政1 8

20 6 3(X)8 20 4

360 ll 20 6 10412 2 4 360 6 21 6,
6006 22 4 800 8

20 6 6008 20 5 0(
刀 ll 20 6 6(X)12 [コ 4 900 6 20 3 051

6 22 5 400 8 20

6. 2(X)8 29 5 6(
X) ll 20 6 2001 17 5 400. 6 21 6 00

08 3 5 400 8 20

5 500112 12 5 050

ll 21 5 8006 21 5 600 6 21 5 80
08 21 5 750 8 . 20

5 9(X)10 3 5 450 ll 21 6 3006 21 5 550 6 21 6 500

8 21 5 450 8 2

0 6 500ll 21 5 5(X

) ll 21 6 60068

6 21.2021 555 6003(XI300 6ll68 212

12120 665 500050800l 8 20 5 4∝l l
l 21ll 20 5 400
6 21 5 8006 21 5 500 8 20 5 900

8 19 5 500 ll 21 66 000000ll 20 5 550 ll 166 . 20

5 800 234 6 218 20 5 800



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

二
二
二

八

お
わ
り
に

最
後
に
'
こ
れ
ら

｢万
覚
帳
｣
｢金
銭
出
入
党
帳
｣
な
ど
か
ら
判
明
し
た
事
柄
を
列
挙
し
て
み
る
と
'
次
の
こ
と
が
い
え
る
｡

①

｢御
年
貢
上
納
万
帳
｣
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
'
夫
食

･
拝
借
金
な
ど
の
動
向
が
判
明
す
る
｡

②
助
郷

･
国
役
金
の
記
録
'
そ
の
他
'
村
役
人
の
役
目
上
の
雑
費
や
小
道
銭
の
動
向
｡

③
出
生
'
三
ツ
目
'
七
ツ
目
'
結
婚
'
離
縁
'
養
子
縁
組
､
死
亡
な
ど
人
の
一
生
に
関
す
る
記
述
が
豊
富
で
あ
る
｡

④
本
書
の
作
成
者
は
'
年
寄

(組
頭
)
役
を
勤
務
し
て
お
-
､
そ
の
立
場
か
ら
組
内
は
勿
論
村
内
の
人
々
の
動
向
も
判
明
す
る
｡
新
築
､

屋
根
茸
替
'
地
所
譲
替
'
家
督
相
続
な
ど
｡

⑤
農
産
物
の
売
却
の
ほ
か
に
材
木

･
真
木
の
売
却
が
あ
る
｡
安
永
元
年
か
ら
天
明
五
年
ま
で
の
農
産
物
売
却
高
は

〔表
-
〕
か
ら

〔表

4
〕
ま
で
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
｡

⑥
金
銭

･
作
物
の
貸
借
'
質
入
､
古
物
売
却
'
無
尽
な
ど
金
銭
の
融
資
に
関
す
る
記
述
や
銭
相
場

･
米
相
場
に
関
す
る
も
の
が
目
立
つ
｡

⑦
触
書

･
達
な
ど
の
書
留
､
嘆
願
書
な
ど
の
控
え
｡

⑧
村
内
の
事
件

･
事
故

･
紛
争
な
ど
｡

⑨
原
家
の
動
向
と
し
て
は
'
安
永
期

(
一
七
七
二
-
一
七
八
〇
)
は
家
普
請
を
ひ
か
え
積
極
的
経
営
､
販
売
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
が
'

母

･
妻
の
死
去
時
の
出
費
が
少
な
く
な
か
っ
た
｡
天
明
期

(
一
七
八
一
～
一
七
八
八
)
に
は
甚
之
介
が
若
-
し
て
死
去
し
て
い
る
｡
こ

の
時
期
は
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
に
社
会
的
動
向
と
村
政

･
家
の
経
営
の
関
係
が
分
析
方
法
に
よ
っ
て
は
'
解
明
で
き
る
可
能
性
が
あ
-
､
こ
れ
ら
は
'
貴



重
な
史
料
で
あ
り
､
歴
史
情
報
資
源
と
い
え
る
｡

(附
記
)

小
塙
は

r世
田
谷
区
史
料
叢
書
｣
第

一
二
巻

(東
京
都
世
田
谷
区
政
育
委
員
会
､

1
九
九
七
年
三
月
発
行
)
に
収
録
し
た

｢金
銭
山
入
党
帳
｣
の
拙
稿

の
解
説
論
文
を
増
補
改
稲
し
た
も
の
で
あ
る
O
本
荘
番
の
輔
仏

･
刊
行
を
担
当
さ
れ
た
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
鉛
､
と
-
に
区
禅
門
委
ーl
池
上
博
之
氏
に

は
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
｡

な
お
拙
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
'
奥
田
和
美
氏
の
ご
協
力
を
得
た
｡
い
ず
れ
も
記
し
て
感
謝
の
忠
を
表
し
た
い
｡

｢金
銭
出
入
党
帳
｣
の
性
格
と
内
容

(二
)
(蘇
)

二
二三


